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平
成
十
一
年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
茅
ヶ

崎
の
浜
辺
づ
く
り
懇
話
会
」
で
は
、
茅
ヶ

崎
中
海
岸
に
お
け
る
課
題
に
対
す
る
話
し

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
懇
話
会
を
受
け
、
住
民
か
ら
発
言

さ
れ
た
課
題
の
解
決
、
対
処
方
法
、
中
海

岸
の
侵
食
対
策
等
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

る
た
め
、
平
成
十
二
年
度
に
「
茅
ヶ
崎
の

浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
協
議
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
協
議
会
」
は
学
識
経
験
者
・
地
元
住

民
の
方
々
、
各
団
体
の
代
表
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
海
岸
保
全
施
設
の
利
用
面
・

景
観
面
・
環
境
面
・
安
全
性
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
懇
話
会
・
協
議
会
の
流
れ

 

 

◇
こ
れ
ま
で
の
流
れ 

図-① 平成 12 年度に協議がなされたレンズ礁のイメージ図 

 

 

平
成
十
二
年
度
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会

で
、
多
種
多
様
な
意
見
に
基
づ
き
協
議
を

行
っ
た
結
果
、
左
の
５
項
目
が
海
岸
保
全

施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
提
案
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
れ
ら
を
満
た
す
構
造
物
と
し
て
レ
ン

ズ
礁
が
推
薦
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

 

そ
の
時
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
左
に
示
し
ま

す
。
（
図-

①
） 

◇
懇
話
会
・協
議
会
の
結
果 

◇
検
討
、
解
析
結
果 

◇
は
じ
め
に  

平
成
十
二
年
度
に
開
催
さ
れ
た
協
議
会

で
提
案
さ
れ
た
海
岸
保
全
施
設
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
基
づ
い
て
、
レ
ン
ズ
礁
の
解
析
、

検
討
、
及
び
概
略
設
計
を
行
い
ま
し
た
。 

 
こ
れ
ま
で
レ
ン
ズ
礁
は
実
績
の
ほ
と
ん

ど
無
い
構
造
物
で
あ
る
た
め
横
浜
国
立
大

学
の
柴
山
知
也
教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
き 

〜
懇
話
会
・
協
議
会
の
流
れ
〜 

 

平
成
十
一
年
度 

 

茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
懇
話
会 

 
 

第
一
回
・
海
岸
保
全
事
業
の
目
的
紹
介 

 
 

 
 

 

・
現
地
見
学
会 

 
 

講
演
会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

 
 

第
二
回
・
侵
食
状
況
と
保
全
対
策 

 
 

第
三
回
・
茅
ヶ
崎
海
岸
の
環
境
と
利
用 

・
委
員
発
表 

 
 

第
四
回
・
委
員
発
表 

 
 

第
五
回
・
現
地
見
学
会 

 
 

 
 

 

・
課
題
マ
ッ
プ
の
作
成 

 

平
成
十
二
年
度 

 

茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
協
議
会 

 
 

第
一
回
・
茅
ヶ
崎
海
岸
の
現
況 

 
 

第
二
回
・
現
地
見
学
会 

 
 

 
 

 

・
意
見
交
換 

 
 

第
三
回
・
海
岸
保
全
施
設
提
案 

 
 

第
四
回
・
海
岸
保
全
施
設
の
検
討 

 
 

先
進
事
例
調
査
〈
横
浜
市
海
の
公
園
〉 

 
 

 
 

 

・
人
工
海
浜
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
諸

施
設
の
視
察 

 
 

第
五
回
・
保
全
施
設
の
工
法
比
較 

 
 

 
 

 

・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
検
討 

 
 

 
 

 

・
委
員
投
票 

 
 

事
例
視
察
〈
千
葉
県
一
宮
町
東
浪
見
海
岸
〉 

 
 

 
 

 

・
海
岸
保
全
と
水
域
利
用
の
視
察 

 
 

第
六
回
・
委
員
投
票
結
果
報
告 

 
 

 
 

 

・
海
岸
保
全
施
設
検
討 

〜
海
岸
保
全
施
設
コ
ン
セ
プ
ト
〜 

① 

中
海
岸
を
侵
食
か
ら
防
護
す
る 

② 

安
全
で
快
適
な
利
用
が
可
能
で
あ
る 

③ 

環
境
に
や
さ
し
い 

④ 

茅
ヶ
崎
ら
し
い
景
観
を
創
出
す
る 

⑤ 
海
に
向
か
っ
て
緩
勾
配
で
な
だ
ら
か

 

数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
決
定 

 

波
は
沖
か
ら
伝
播
し
て
き
て
、
水
深
の

浅
い
部
分
に
到
達
す
る
と
、
屈
折
を
起
こ

し
ま
す
。 

ま
た
、
構
造
物
が
あ
る
と
、
反
射
や
回

折
と
い
っ
た
現
象
（
波
浪
変
形
）
を
起
こ

し
ま
す
。
最
終
的
に
は
砕
波
を
経
て
、
汀

線
に
達
し
ま
す
。 

 

海
洋
構
造
物
を
設
計
す
る
上
で
設
計
波

浪
を
求
め
た
り
、
レ
ン
ズ
礁
の
様
に
、
構
造

物
の
背
後
の
波
の
状
態
を
推
測
す
る
た
め

に
、
前
述
の
波
浪
変
形
を
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
計
算
し
ま
す
。 

 

現
在
、
多
く
の
計
算
方
法
が
あ
り
、
検
討

内
容
の
条
件
に
あ
っ
た
計
算
方
法
を
選
定

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

レ
ン
ズ
礁
の
波
浪
計
算
を
行
う
場
合
、
レ

ン
ズ
礁
を
通
過
し
た
波
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
に
よ
り
変
化
す
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
屈
折
、
回
折
、
砕
波
後
の
波
高

変
化
を
含
む
砕
波
現
象
も
計
算
可
能
な
非

定
常
緩
勾
配
方
程
式
を
用
い
て
、波
浪
の
推

算
を
行
い
ま
し
た
。 

レ
ン
ズ
礁
の
解
析
と
検
討 

 

平
成
十
二
年
度
の
協
議
会
の
総
意
と
し

て
決
定
さ
れ
た
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
次
の
様
な
設
計
方
針

を
決
定
し
ま
し
た
。 

海岸保全面における設計方針 

協
議
会
に
お
け
る
整
備
コ
ン
セ
プ
ト 

・ 

著
し
く
侵
食
を
受
け
て
い
る
箇

所
は
人
工
的
に
防
護
す
る 

・ 

養
浜
砂
の
流
出
を
防
ぐ 

・ 

緩
勾
配
で
な
だ
ら
か
に
広
が
る 

設
計
方
針 

・ 

侵
食
が
顕
著
な
中
央
部
に
つ
い

て
は
構
造
物
に
よ
り
防
護
す
る 

・ 

構
造
物
周
辺
に
お
い
て
は
養
浜

に
よ
り
海
浜
を
創
出
す
る 

・ 

養
浜
砂
の
流
出
防
止
、
海
浜
の

侵
食
防
止
の
た
め
波
向
き
を
制

御
す
る 

・ 

波
向
き
制
御
目
的
の
緩
勾
配
構

造
物
と
す
る 

構造面における設計方針 

協
議
会
に
お
け
る
整
備
コ
ン
セ
プ
ト 

・ 
施
工
中
に
被
災
す
る
こ
と
の
無

い
様
に 

・ 

緩
勾
配
で
な
だ
ら
か
に
広
が
る 

設
計
方
針 

・ 

施
工
時
暫
定
形
に
お
け
る
安
定

性
を
確
保
す
る 

・ 

堤
体
は
八
分
の
一
〜
十
二
分
の

一
程
度
の
緩
勾
配
と
す
る 

利用面における設計方針 

協
議
会
に
お
け
る
整
備
コ
ン
セ
プ
ト 

・ 

海
岸
利
用
に
伴
う
安
全
対
策
を

行
う 

・ 

安
全
性
、
地
引
網
へ
の
影
響
を

考
慮
す
る 

設
計
方
針 

・ 

使
用
す
る
被
覆
材
に
つ
い
て
表

面
の
突
起
等
に
配
慮
す
る 

・ 

水
域
利
用
者
の
吸
い
込
み
に
配

慮
す
る 
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修景面における設計方針 

協
議
会
に
お
け
る
整
備
コ
ン
セ
プ
ト 

・ 

茅
ヶ
崎
ら
し
い
景
観
を
創
出
す

る 
・ 
水
面
に
構
造
物
が
露
出
し
な
い

程
度
に
し
て
欲
し
い 

設
計
方
針 

・ 

堤
体
天
端
高
は
天
端
の
利
用
も

考
慮
し
な
が
ら
低
天
端
化
を
図

り
、
基
本
的
に
は
水
没
式
構
造

 

経済性における設計方針 

協
議
会
に
お
け
る
整
備
コ
ン
セ
プ
ト 

・ 

で
き
る
だ
け
短
期
間
で
完
成
さ
せ
て
欲

し
い 

設
計
方
針 

・ 

堤
体
内
部
の
中
詰
め
工
に
は
、
良
質
な
建

設
発
生
土
や
浚
渫
土
砂
を
使
用
し
、
工
費

 

 

こ
れ
ら
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
に
、
数
パ
タ
ー
ン

の
海
岸
保
全
施
設
の
形
状
に
つ
い
て
、
先
に
述
べ
た
非

定
常
緩
勾
配
方
程
式
に
よ
る
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
レ
ン
ズ
礁
の
特

徴
で
あ
る
波
向
き
制
御
の
範
囲
と
、
波
浪
の
減
衰
効
果

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
の
形
状
が
絞
り
込
ま

れ
ま
し
た
。 

 
 

◇
レ
ン
ズ
礁
の
形
状 

図‐② 横長レンズ礁（離岸距離約 200ｍ） 

図‐③ 横長レンズ礁+緩勾配突堤（法面勾配 1：8） 

 

右
に
示
す
海
岸
保
全
構
造
物
の
形
状
に
つ
い
て
、

説
明
し
ま
す
。 

 

横
長
レ
ン
ズ
礁
（
図-
②
） 

 

レ
ン
ズ
礁
を
約
二
百
メ
ー
ト
ル
離
岸
さ
せ
、
汀
線

に
対
し
て
平
行
に
配
置
す
る
案
で
す
。 

 

○
特
徴 

・
レ
ン
ズ
礁
の
形
状
を
横
長
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り

広
範
囲
の
波
を
集
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
レ

ン
ズ
礁
を
通
過
し
た
波
が
砕
波
し
た
後
、
鉛
直
方

向
（
海
面
か
ら
海
底
方
向
）
に
渦
が
発
生
す
る
と

推
測
さ
れ
、
そ
の
発
生
箇
所
の
特
定
と
そ
の
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

緩
勾
配
突
堤+

横
長
レ
ン
ズ
礁
（
図-

③
） 

 

横
長
レ
ン
ズ
礁
に
、
利
用
と
防
護
の
面
か
ら
緩
勾

配
の
突
堤
を
配
置
す
る
案
で
す
。 

 

横
長
レ
ン
ズ
礁
で
懸
念
さ
れ
る
、
レ
ン
ズ
礁
背
後

の
波
の
挙
動
に
お
け
る
対
策
と
し
て
、
緩
勾
配
（
法

面
勾
配
八
分
の
一
）
の
突
堤
を
配
置
し
ま
す
。 

 

○
特
徴 

・
横
長
レ
ン
ズ
礁
（
図-

②
）
に
比
べ
、
突
堤
を
施

工
す
る
分
、
時
間
と
工
費
が
か
か
り
ま
す
。 

・
天
端
の
利
用
を
考
慮
し
て
、
突
堤
と
レ
ン
ズ
礁
の

一
部
は
海
面
か
ら
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
メ
ー
ト
ル
程
度
露
出
す
る
様
に
設
定
し
て
い

ま
す
が
、
突
堤
の
法
面
と
、
レ
ン
ズ
部
分
の
大
半

は
水
没
す
る
形
と
な
り
ま
す
。 

◇
イ
メ
ー
ジ
図  

評
価
の
高
か
っ
た
平
面
形
状
を
基
に
、
現
況
の
茅

ヶ
崎
海
岸
の
写
真
に
、
レ
ン
ズ
礁
の
形
状
を
重
ね
た

イ
メ
ー
ジ
図
を
次
に
示
し
ま
す
。 

 

横
長
レ
ン
ズ
礁
イ
メ
ー
ジ
図
（
図-

④
） 

 

横
長
レ
ン
ズ
礁+

緩
勾
配
突
堤
（
法
面
勾
配
八
分

の
一
）
イ
メ
ー
ジ
図
（
図-

⑤
） 

図-④ 横長レンズ礁イメージ図 図-⑤ 横長レンズ礁+緩勾配突堤（法面勾配 1：8）イメージ図 

 

◇
海
岸
の
将
来
状
況
予
測 

 

 

図-⑥ 汀線変化予測図 

 

横
長
レ
ン
ズ
礁+

緩
勾
配
突
堤
（
法
面
勾

配
八
分
の
一
）
形
状
に
つ
い
て
、
再
現
年
数

六
年
で
将
来
の
汀
線
予
測
を
行
い
ま
し
た
。 

 

次
に
汀
線
変
化
予
測
図
を
示
し
ま
す
。 

 
 

 

は
現
況
の
汀
線 

 
 

 

は
六
年
後
の
汀
線 

 
 

 

は
構
造
物
設
置
後
の
汀
線
を
示
し

て
い
ま
す
。
（
図-

⑥
） 
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しばやま ともや 

柴山 知也 教授 

一
九
八
六
年
三
月 

東
京
大
学
助
教
授 

一
九
八
七
年
四
月 

横
浜
国
立
大
学
助
教
授 

一
九
九
七
年
八
月 

横
浜
国
立
大
学
教
授 

専
門
分
野 

○
水
工
学
（
海
岸
工
学
） 

○
国
際
開
発
工
学
・
建
設
シ
ス
テ
ム
論 

著
書 

・
海
岸
環
境
工
学 

（
東
京
大
学
出
版
会
） 

 
 

堀
川
清
司
編 

柴
山
知
也
他
分
担 

・
建
設
社
会
学
―
土
木
技
術
者
・
開
発
技
術

者
の
た
め
の
社
会
学
入
門
― 

（
山
海
堂
） 

 
 

柴
山
知
也
単
著 

・
土
木
技
術
者
の
倫
理
と
実
践 

（
丸
善
） 

 
 

柴
山
知
也
単
著 

〜
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜 

職
歴 
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こ
れ
ま
で
の
解
析
・
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
設
計
方

針
に
基
づ
き
レ
ン
ズ
礁
の
概
略
設
計
を
行
い
ま
し
た
。 

◇
概
略
設
計  

レ
ン
ズ
礁
の
平
面
配
置
は
現
地
踏
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
最
も
侵
食
の
激
し
い
茅
ヶ
崎
漁
港
東
側
、
野

球
場
前
面
（
現
地
踏
査
写
真
②
、
及
び
図-

⑤
参
照
）

の
Ｂ
Ｍ
Ｓ
設
置
箇
所
付
近
と
し
ま
し
た
。 

平
面
配
置
の
検
討 

◇
今
後
の
展
開 水

理
模
型
実
験 

 

こ
れ
ま
で
の
作
業
成

果
に
基
づ
い
て
、
神
奈
川

県
と
横
浜
国
立
大
学
の

共
同
研
究
と
い
う
形
式

で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

大
学
側
研
究
ス
タ
ッ
フ 

て
行
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
実
験
成
果
は
、
今
後
行
わ
れ

る
技
術
検
討
会
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。 

技
術
検
討
会 

 

こ
れ
ま
で
の
作
業
成
果
と
、
水
理
模
型
実

験
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
実
施
に
向
け
た
検

討
作
業
を
行
い
ま
す
。 

 

技
術
検
討
会
の
座
長
は
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
や
水
理
模
型
実
験
の
ス
ペ
ッ
ク
決

め
を
行
う
際
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
模
型
実

験
実
施
の
際
に
も
ご
指
導
い
た
だ
く
、
横
浜

国
立
大
学
の
柴
山
知
也
教
授
、
副
座
長
に
は

平
成
十
一
年
度
の
懇
話
会
、
平
成
十
二
年
度

の
協
議
会
で
委
員
長
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
、
日
本
大
学
の

近
藤
健
雄
教
授
に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。 

◇
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
の
ご
紹
介 

 

レ
ン
ズ
礁
の
検
討
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

実
績
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
数
値
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
模
型
実
験
の
検
討
等
、
技
術

的
な
裏
づ
け
に
基
づ
い
た
検
討
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
作
業
を
行
う
際
に
、

水
工
学
（
海
岸
工
学
）
を
専
門
と
さ
れ
、
論

文
、
著
書
も
多
数
発
表
さ
れ
て
お
ら
れ
る
、

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
の
柴
山

知
也
教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

図-⑦ 突堤部標準断面図 

 

標準断面図 

 

標
準
断
面
図 

 

レ
ン
ズ
礁
前
面
部

の
法
勾
配
は
十
二
分

の
一
の
緩
勾
配
で
沖

に
向
か
っ
て
な
だ
ら

か
に
広
が
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
部
分

（ 
 

 
 

線
部
）
の

被
覆
材
に
は
、
上
部
に

突
起
が
な
い
フ
ラ
ッ

ト
な
被
覆
材
を
選
定

し
、
使
用
し
ま
す
。 

200ｍ 90ｍ 

現況地盤 

沖側 陸側 レンズ中心部 

レンズ前面部勾配 1/12 

① 

 

 

 

 

 

 

中海岸中央部。被覆ブロックで覆われ

ている部分から砂浜の勾配が急にな

っている事が分かります。 

② 

 

 

 

 

 

 

中央部では波が激しいため海岸を防

護しているブロックの前面の砂浜は

ほとんど見られない状況でした。 

茅
ヶ
崎
中
海
岸
に
お
け
る
海
岸
保
全
施
設
（
レ
ン
ズ
礁
）
の
検
討
報
告 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

砂浜が徐々に広がっており、養浜とヘッ

ドランドによる効果が見られます。 

④ 

 

 

 

 

 

 

ヘッドランド背後のトンボロから見た

中海岸の様子。中央部の海浜幅が極端に

狭くなっている事が分かります。 

◇
茅
ヶ
崎
海
岸
現
地
踏
査 

 

茅
ヶ
崎
中
海
岸
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
平
成
十
四
年
三
月
に
再
度
現
地
の
踏

査
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
踏
査
結
果
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。 

①
〜
④
は
写
真
撮
影
地
点
、 

 
 

は
、

写
真
撮
影
の
方
向
で
す
。 
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